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1．はじめに
　昨年の県立新潟女子短期大学研究紀要第43
号において、生活科学科生活福祉専攻で行われ
ている福祉研修会による学生の学びの検討を
行った。昨年度の福祉研修会テーマは「障害理
解と自己覚知」であり、研修会に参加した学生
たちによる「ふりかえり」を元に、研修で学生
たちが障害理解と自己覚知をどの程度深めるこ
とができたかを考察した。
　今日、社会福祉の実践現場では、専門職とし
ての質の向上を目的に、研修の重要性が指摘さ
れている。全国保育士会が定めている「全国保
育士会倫理綱領」では第8条に「専門職として
の責務」が述べられており、研修や自己研鎭を
通して、人間性と専門性の向上に努めることが
示されている。2005年6月に社団法人日本社
会福祉士会で採択されている「社会福祉士の倫
理綱領」においても、その倫理基準の中で、4）
専門職としての倫理責任として、5「専門性の
向上」があり、社会福祉士は最良の実践を行う
ために、教育・研修に参加し、専門性の向上を
図ることとされている。生活福祉専攻で学ぶこ
とによって取得できる資格である、保育士・社
会福祉士それぞれの専門職団体が、その現場で
専門職としてよりよい実践を行うために、研修
に参加し、専門性を高めることを掲げている。
　また、福山（2000）は、社会福祉現場におけ
る現任訓練の目的の一つとして「多角的な視点
を養う」1）ことを挙げている。伊藤（2001）は、
専門職として必要な研修の意義として、「①自
己の職務、実践の認識、②実践に必要な価値・
知識・技術の入手、③学習した内容を実践の中
で適切に出力する能力を養う、④せまい視野で
の実践からの脱却」2）の4点を掲げている。現
任訓練と福祉専門職養成校での研修という場面
の違いはあるものの、本学における研修の意義
を考える時、十分にあてはめて考えることがで
きる。特に、②では、「現在自己が持つ価値・
知識・技術について査定し、それでは足りない、
あるいは実践上欠かすことのできないところを
補って学習していくこと」3）としており、専門
職としての学びをしている学生たちにとって、
研修を通じて今の段階で持ち合わせている価
値・知識・技術を見直し、足りない、欠けてい
る点を補うことは欠かせない。また④について
は、「多角的な視野を養うことであり、自己の
職場内の実践だけをみていてはいけないという
こと」4）としており、普段の講義や演習、実習
に加え、研修会を通して、普段はあまり学ぶ機
会のない福祉実践を学ぶ機会を得ることで、よ
り幅広い視野を養うことができるといえる。
　そこで、本年度も実施された福祉研修会を学
生の「ふりかえり」から、研修会の目的が福祉
専門職としての質の向上につながっているかど
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うか、研修の意義と照らし合わせながら確認し、
企画側としてよりよい福祉研修会のあり方を考
えていく一つとして本稿をまとめる。
　2．今年度の研修会の目的と内容
　1）研修の目的
　　今年度の福祉研修会は、「人生80年の朗読」
　と題し、元NHK新潟放送劇団員である辻直正
氏を講師として迎えて行った。今年度の研修会
　の目的は次の二点である。
　　昨年度の紀要でまとめた、これまでの研修内
容を振り返ってみると、子どもへの理解、障が
いのある方たちへの理解を深めることを目的と
しているものがほとんどであり、高齢者への理
解を深めるような内容は見あたらない5）。しか
　しながら、生活福祉専攻の学生たちの就職先を
みると、1＆8％（2005年度）、36．0％（2004年度）、
26．0％（2003年度）が高齢者分野に就職してい
る。現2年生でもすでに高齢者分野への就職を
決めている者もおり6）、福祉現場からのニーズ
も高い。高齢者への理解を深めることは、これ
からこの領域で働く可能性のある学生たちに欠
かせない。特に、専門職が高齢者をどのように
理解しているかという高齢者観は、実践に影響
を与えるものであり、どのような高齢者観を培
うことができるかは、その後の実践内容に深く
関わる。鳥羽（2005）は、高齢化率が高くなっ
ている現代社会において、「高齢者や加齢に対
する適切な知識や実態の把握がなされていると
は言い難い」こと、特に「寝たきり老人や認知
症など介護に関することに特化されている印象
がある」ことを指摘している。また、「高齢者
がただ年をとっているというだけの理由で、世
間の人々から偏見を持たれたり、様々な差別を
受けたりすること」を「エイジズム」と言い、
これが我が国では数多く存在していることを指
摘している7）。特に障がい高齢者と接すること
となる実習等で、「重度の障害を持つ高齢者に
関する学習をしたり、実際に接したりすること
で、高齢者全体のイメージが否定的なイメージ
へと強化されることがある」ことを指摘し、就
業する前段階である養成課程において、「高齢
者の正しい認識を深めること、特に『健康な高
齢者像』、『高齢者の多様性』といった高齢者の
ポジティブな側面における知識や体験を増やす
ことが出来るような内容をより多く盛り込む必
要がある」とまとめている8）。研修の機会を通
して、80歳を超えてなお現役である講演者の
いきざまに触れることで、多様な高齢者像を培
うことを目的とした。
　もう一つの目的は、読み聞かせの技法をプロ
の講演者による朗読を通して習得することであ
る。保育士資格を取得するために欠かせない保
育実習において、学生たちは紙芝居や絵本を通
して読み聞かせをする場面が多々ある。実習を
終えて帰ってきた学生からの振り返りとして、
保育所で読み聞かせをしたものの子どもたちの
関心を集めることが出来なかったという声を聞
くことがある。科目の一つとして保育内容（表
現皿）では、言語表現を学ぶ機会があるが、さ
らに現役で講演を重ねている講師より、生の読
み聞かせを体験することで、読み聞かせを行う
者にとって必要な技術と理念を学ぶことを目的
としている。加えるならば、読み聞かせは保育
所だけで行われるものではない。高齢者、障が
い者の福祉現場でも、紙芝居等を用いることが
あり、この読み聞かせの技術は福祉専門職に
とって、利用者とコミュニケーションを図るこ
とのできる、欠かせない技術の一つといえる。
　これら二つの目的を掲げ、研修を行うことで、
学生個々人の感性を豊かにすることもその目的
として掲げた。
2）研修内容
　研修会は2006年7月1日、新潟会館で行わ
れた。講師である辻直正氏は、新潟で朗読研究
会（放送劇）のメンバーとして活動、研究会は
その後新潟放送劇団に改組された。その後、N
HKの放送劇団員として25年間活動されてき
た。ラジオでの活動が主で、出演した放送劇は
一千回を超えている。放送劇団解散後は朗読活
動を続けながら、70歳まで「市職員の話し方」
の講師を行っていた。最近では、様々な方面か
らの講演・朗読をこなしながら、高齢者施設で
紙芝居のボランティア、歴史博物館の常設展示
場のガイドボランティアを行っている。また、
数年前に心臓の手術を受け、ペースメーカーを
入れている。
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　講演テーマは「人生80年の朗読」と題し、
朗読者としてのこれまでの歩みが紹介され、実
際に数点の詩やエッセイを朗読していただい
た。その後、紙芝居のボランティア活動をされ
ている辻氏の夫人である光江氏から紙芝居を披
露していただいた。講演後は交流会を開催し、
講師との関わりを深める機会を持った。
3．「学生のふりかえり」の結果
　研修後、学生たちには「ふりかえり」のレポー
トを提出してもらった。「ふりかえり」レポー
トは企画者側で構造化しており、その内容は、
「1．福祉研修会に参加して」「（1）心に残った
こと、感じたこと」、「（2）研修で気づいた自分
の課題」、「2．80歳という年齢の人にたいす
るイメージについて」「（1）今回の話を聞いて変
わったところ」、「（2）今回の話を聞いて強く思
うようになったところ」、「3．その他」という
構成である。「1．福祉研修会に参加して」の
各項目については、各自自分の言葉でまとめた
後、その程度を5段階（「普通」から「非常に
強く」まで）で尋ねた。当日研修会に出席し、
レポv－一一トを提出した学生数は90名（1年生48
名、2年生42名）である。
　本稿では、特に「1．福祉研修会に参加して」
及び「3．その他」での記述内容をまとめてい
る。
1）「学び」の内容
①「心に残ったこと、感じたこと」
　具体的な学生たちの記述をみると、「朗読の
魅力」と「朗読のポイント」が印象に残ってい
る大きな二点である。
　朗読の魅力については、これまで生で朗読を
聞く場面があまりなく、実際に触れることでそ
の魅力を感じた学生たちが多い。1年生のレ
ポートでは、「最初は聞いているだけだったが、
いつのまにか聞き入っていた」、「話のイメージ
が頭の中に浮かびやすかった。読む人も楽しみ、
聴く方も楽しませるような朗読をされていた」、
「朗読をしてもらうと感情がこもっていて情景
がイメージしやすい。決められた情景を一方的
に受け取るのではなく、自分オリジナルのシー
ンができあがるのが楽しくて魅力的」、「人の心
をひきつけ、感動させる朗読は、朗読の仕方だ
けではなく、今まで積み重ねてきた人生経験か
ら生まれてくると感じた」といった意見が見ら
れた。2年生のレポートでは、「朗読とはどの
ようなものか全く知らなかった。実際に生で朗
読を聞いてみると、自分で読んでいるのとはま
るで違ったものになり、自分がその世界に入り
込んだような感覚になり、驚きました。同じ文
章でも朗読することによって、こんなにも異
なった雰囲気にできる技術がすばらしいと思っ
た」、「本は活字を読むだけではなく、こうして
聞いて楽しむことができ、そこからものすごく
自分の想像力を豊かに広げていくことができる
ものだと改めて気づかされた」、「意外なぐらい
おもしろかった。話の中に入っていって、心か
ら笑っている自分がいてびっくりした」、「朗読
はただ自分でその本を読むよりも、おもしろく
感じたり、悲しく感じたりすることができると
思った」、「朗読はとても魅力的だった。会話文
では一人ひとり声を変えていたし、話し方に抑
揚があり、聞き入ってしまった。とても心地い
い話声だし、自分なりに場面が想像できた」等
の記述がみられた。2年生は保育現場等で読み
聞かせをする場面はあっても、自分たちを対象
に読み聞かせをしてもらう機会は少なく、改め
てその魅力に引き込まれたのが記述から伝わっ
てきた。
　また、「朗読のポイント」については、講師
への質疑応答の時間に学生から質問があったこ
ともあり、特に学生たちの印象にも残ったよう
である。1年生のレポートでは、「うまく読む
秘訣は自分がその本を好きになって、何度も読
み返すことがということが、とても印象に残っ
ている。朗読だけでなく、いろいろなところか
ら朗読についての技術を吸収しておられ、私も
日々の経験から多くのことを吸収するようにし
たいと思った」、「これがいい本、悪い本という
ものはなく、自分が好きだと思った本を子ども
に朗読していくことが大切、ということを聞い
てなるほど、と思った。好きな本をたくさん見
つけて、本を通して子どもたちの心に大切な何
かを伝えて行けたら、と思った」、「『どのよう
な読み方がよい』というのではなく、伝えよう
とする気持ちが大切なのだと思った」、「いうん
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　なところから吸収して自分を成長させていくこ
　とができるのだなあと感じた」、2年生のレポー
　トでは、「自分に合った本を見つけ、誰かに愛
情をもって話せるようになりたい」、「テクニッ
　クよりも心を込めて読むことが大切とおっ
　しゃっていて、心を込めて本当に相手に内容を
伝えたいと感じているのならば、誰にだってで
きるかなと感じた。『実習生だから無理』とい
う気持ちでいるのではなく、積極的に本を読み
たいと思った」、「プロは人並み以上の努力を重
ねて人前で読んでいるということがわかった。
どんな読み方がよいというのではなく、自分が
思うように自由に読んでみることが大切で、子
どもたちに対しては、テクニックではなく愛情
をもって読み聞かせることが大切だと言うこと
がすごく心に残った」、「何回も読むことで自分
の味が出てくると聞いたので、私も自分の味を
出すためそうレた努力をしていきたい」と言っ
た記述が見られた。
　この気づきのレポート内容から学生たちが読
み聞かせに大切な二つのポイントを理解してい
ることがわかる。
　読み聞かせはともすると技術論に偏りがちで
あり、学生たちもまた実習指導担当者としても
「どう読めばうまく伝わるか」ということに終
始してしまいがちである。しかしながら、辻氏
の読み聞かせを聞いた上で、「好きな本と出会
うこと、伝えたいという気持ちを持つこと」の
大切さを示され、読み聞かせる側の姿勢を学べ
たことは大きな学びであった。学生たちの中に
は「最近、ほとんど本を読んでいない」という
声もちらほらと見られた。読み聞かせをするた．
めには、まず自分自身が積極的に本を読んでい
く必要性があることに気づいた者も多い。たく
さんの本を読み、好きな本と出会い、そこから
「伝えたい」という気持ちが生まれてくるとい
う、ごく自然な流れに気づくことができた。
　また、ただ好きだというだけでなく、「何度
も読み、自分の味を出す」ということも欠かせ
ないポイントである。15分の放送劇のために、
1週間の練習を重ねた辻氏の話は、学生たちに
は大きな衝撃だったようである。実習指尋にお
いても、何度も練習することの大切さは伝えて
いる。しかし、辻氏のその人生がつまった読み
聞かせを聞いて、学生たちはただ練習するので
はなく、「自分の味を出すために何度も読む」
ことで、辻氏の今の読み聞かせがあることに気
づくことができた。演習では学びきれない読み
聞かせのポイントを、研修を通して学ぶことが
できたと言える。
　その他、「どのような家庭にもあるようなエ
ピソードを話してもらうことでちょっと心が温
かくなった」（1年生）、「声がとてもやさしくて、
とてもステキで聞いていただけなのにすごく感
動して涙が出てきた」（1年生）、「お二人が歩
んできた今日までの道のりは20年しか生きて
いない私には想像すらできないが、私も辻さん
ご夫婦のようにすてきに年をとりたいと思っ
た」（2年生）といった意見も見られた。
②研修で気づいた自発の課題
　全体的に①の「心に残ったこと、感じたこと」
で示された「朗読のポイント」から課題を導き
出している意見が多かった。まとめると、「本
と出会うこと」と「豊かに生きること」の二つ
である。
　一つ目の「本と出会うこと」は、辻氏の朗読
に触れて、自分自身の朗読や読み聞かせを振り
返る機会になったことが大きいと思われる。1
年生のレポートでは、「今までたくさん本を読
んでこなかった。そして本を買ってきても一回
しか読まない。気に入った本があったら、何度
も読み返し誰かに読んであげたくなるようにな
りたい」、「『声』の力を甘く見ていた。声だけ
で情景や心情を表現できるとは思っていなかっ
た。現場で紙芝居や絵本を読むときに『絵があ
るから』と甘えてはいけないと思った」、「強弱
をつけたり、読み速さをその都度変えているこ
とに気づいた。保育士になったら、聞きやすい
読み方ができるようになりたい」、「自分で自分
なりの読み方をするにはもっとたくさん読み込
んで、自分らしさの出ている話にすることが課
題。そうする努力が子どもたちを引きつける読
み方につながると思う」、「たくさん本を読んで、
気に入った本をどんどん読み込んで自分自身に
しかない『味』を見つけたい」、「私も人前で絵
本や紙芝居を読めるようになりたい。そのため
にはまず好きな本を見つけて何度も読み、練習
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を重ねたい。緊張しても心を込めて、愛情を込
めて読みたい。苦手だからとあきらめるのでは
なく、苦手だからこそたくさん練習して努力し
ていきたい」、「絵本の読み聞かせは10分静か
にさせていればすごいということだったので、
10分を目標にしたい」といった意見が見られた。
2年生のレポートでは、「アドバイスを受ける
だけで終わらせず、沢山の本を何度も読むこと
で自分なりの表現が見つかると教えて頂き、是
非やっていきたいと思った。誰を対象にしても
楽しんでもらえるようになりたいと思った」、
「最近本を読んでいないことに気づいた。高校
生ぐらいの時は気に入った小説を見つけると何
度も繰り返して読んでいた。最近は新聞すら読
んでいない。本を一冊読み終えた時の達成感や
充実感をまた味わいたいと思った。昔買った本
を読み返して新しい発見をしたい」、「実習など
で子どもたちに絵本を読んだり何かをしたりす
るとき、『どうすれば子どもたちが楽しめるか』
などいろいろ考えがちだけど、自分が楽しんで
やることが大切だと学んだので、これからは自
分が楽しんでやっていきたい」、「人前で読み聞
かせをするときの練習量。実習申に紙芝居や絵
本を読んだが、初めて読んだ本でもないのに、
つっかえたり、台詞に感情が入りきらなかった
りしていた。何度も練習していれば、その話の
良さが子どもたちに伝わったのではないかと
思った。いろんな本を読んで自分のお気に入り
のものを見つけたい」、「好きな本を何度も読ん
で、自分が好きな読み方で読むことが大切だと
聞いて、自分は好きな本でも何度も読んだこと
がなかったので、本当に好きな本に出会ってい
ないのかなと思った。意識して本を読むように
しなければ、と思った」等の意見が見られた。
　二つ目の「豊かに生きること」は、辻氏の読
み聞かせを通して、その生き様や人格に触れる
ことによって、学生たちに伝わった課題といえ
る。1年生のレポートでは、「音楽や本、イベ
ントや他者との交流の経験は、実は自分を作っ
てくれる大きな材料だったのだと感じました。
いろいろなことに目を向けて少しでも自分の中
に取り入れていきたい」、「何か一つ得意なこと
があるといいと思った。あれこれ得意になるの
は無理で、きっと最より質が大切、量はその後
からついてくるもの。その得意なことを仕事に
生かせたら幸せだと思った」といった意見が見
られた。2年生のレポートでは、「もっと五感
をつかうことができるようになること」、「人生
をもっと豊かに過ごすこと。そして自分を閉じ
こめてしまわずに、いろいろな人と出会って世
界を広げること」、「私も好きな言葉がある。そ
れを今以上に愛したいと思った。そしてできる
かぎり多くの人に伝えたい」、「もっと芝居や演
劇などを観る機会を増やしていくこと」、「心に
余裕を作り、楽しく生きること。心に余裕がな
いと、それが人と関わる時に影響してしまうの
ではないかと思った。辻さんがあのように語ら
れるのは、心が十分に満たされ、気持ちに余裕
があるからではないかと思った。何か自分らし
く、流れるままに生きたいと思った」、「見返り
を期待しないこと。ボランティアや困っている
友だちを助けるとありがとうと言われることが
ある。ありがとうと言ってもらえると嬉しくな
る。人のために何かをする時、自分がそうした
いからするのだが、反応があまりなかったりす
ると、あれ？と思ったり、せっかくしたのに、
と思うことがある。これは無意識のうちに感謝
されることを心のどこかで期待している自分が
いる。人の評価などを考えずに真心で動ける人
になりたい」と言った意見が見られた。
　全般的に、1年生は、読み聞かせの上達につ
ながる課題を挙げているものが多く、2年生は
それに加えて、人生を豊かに生きることを課題
としてあげているものが多かった。
　「①心に残ったこと、気づいたこと」での気
づきが課題とのつながりを見せていた。
2）学びの程度
　上記①②について、その強さをそれぞれ5段
階（「非常に強く」「強くjfかなり」「やや3　f25：
通」を設定）で尺度測定した。結果は次の通1）
である。
①心に残ったこと、感じたこと
　全体では「非常に強く（5）」と画答した学生
が30人（33．3％）、「強く（4＞」が36入（蕪奪％〉、
「かなり（3）」が19人（21．1　％）と、ほとんど
の学生が研修から何らかの強い印象を残してい
るといえる。学年別でみた精果は表1のと訟1｝
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である。同様に行った昨年度の研修結果では、
x2検定では、学年による差が見られたが、今
年度は有意な差がみられなかった（ノ＝6．52、
df＝3）。また、「非常に強く」を5、「普通」
を1と得点化した平均値でみると、全体では
4．03と高い結果であった。
②研修で気づいた自分の課題
　全体で見ると、「非常に強く（5）」が33人
（36．7％）、「強く（4）」が35人（3＆9％）、「か
なり（3）」が17人（1＆9％）とこれもほとん
どの学生が自分自身の課題を強く感じる結果と
なった。①と同様に得点化した結果でも平均値
は4．07となっている。
学年別でみた結果は表2のとおりである。①
と同様、昨年度の結果では、学年による差が見
られたが、今年度は有意な差が見られなかった。
（忍2＝6．40、　df＝3）
　③気づきと課題のつながり
　「心に残ったこと、感じたこと」の程度を基
準として、「研修で気づいた自分の課題」の気
づきの程度を見ると、表3のような結果となっ
た。1年生、2年生ともに半数を超える学生が
「同じ」（「かなり強く」→「かなり強く」等）
の変化を示しているが、1年生に「高まる」と「低
まる」に同じぐらいの割合を占めているのに比
べると、2年生は6割を超える学生が「同じ」
であり、程度の変化が少ないことが伺えた。昨
年度の結果と比べると、「高まる」学生が増え
（18．1％から21．1％）、「低まる」学生が減る
（25．5％から20．0％に）という結果になった。
　以上、尺度測定による学びの程度を見ると、
今年度の研修の特徴として、学年間の違いが見
られなかったこと、気づきと課題がより繋がり
やすかったことが伺える。
表1学年別に見た「心に残ったこと、気づいたこと」の程度（上段：人、下段：％）
普通　　やや　　かなり　強く　　非吊に強くMA　　　合計
1年生 4 8 22 13 1 48
8．3 16．7 45．8 27．1 2．1 100．0
2年生 11 14 17 42
26．2 33．3 40．5 100．0
合計 4 19 36 30 1 90
4．4 2t1 40．0 33．3 1．1 100．0
（出所）「研修ふりかえり」より作成。
表2　学年別に見た「研修で気づいた自分の課馴の程度
普通　　やや　　かなり　強く　　非吊に強く合計
1年生 3 6 24 15 48
6．3 12．5 50．0 31．3 100．0
2年生 2 11 11 18 42
4．8 26．2 26．2 42．9 100．0
合計 5 17 35 33 90
5．6 18．9 38．9 36．7 100．0
（出所）表1と同じ。
表3　学年別による「心に残ったこと」と「自分の課別の程度の変化
同じ　　局まる　低まる　NA　　　合計
1年生 24 13 10 1 48
50．0 27」 20．8 2．1 望00．0
2年生 28 6 8 42
66．7 143 19．0 壌00．0
合計 52 19 18 1 90
57．8 21」 20．0 1．1 100．0
（出所）表1と同じ。
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　学年による違いが見られなかったことは、今
年の研修目的の一つである「読み聞かせの技術
を学ぶ」ことが、昨年度の「障害理解と自己覚
知」と比べると、学年の違いでそれほどレベル
の違いが明確にならなかったことが考えられ
る。昨年度の研修は、既に実習を終えている2
年生たちにとって、福祉現場の現実感を持って
聴くことのできる内容であった。自分自身の理
解の浅さや固定された人間観に気づくことがで
きた。その一方で、まだ福祉現場にそれほど触
れていない1年生は、その下地ができていない
状態であったといえる。その差が、程度の差に
反映されていた。しかし、今年度の研修では、
1年生にも2年生にもない技術を持ち合わせた
講師による生の技術を見ることが中心となって
いたため、研修内容を受け止める下地の差が出
なかったといえる。
　また、昨年度と比べて、気づきと課題がより
繋がったことの背景には、今年度の研修目的が、
昨年度より具体的で身近に捉えやすいことが考
えられる。読み聞かせについては、これから保
育実習や保育現場に出る学生たちにとっては、
どのような点を心がければいいのかという具体
的なポイントが示されることであった。多様な
高齢者像についても、実習等でのイメージとい
うより、むしろ普段の生活の中で、高齢者を枠
にはめずに捉えることを学んだといえる。
　このように、研修による気づきや課題の強さ
は、その下地がどれだけできているかによって
差が見られることがわかった。
（4）その他
　その他の意見からも、学生たちが研修を通し
てさまざまなことを学ぶことができたことが伺
える。
　1年生のレポー一トからは「障がいを持ってお
られるということに驚いた。障がいがありなが
らも人生を有意義に満喫されているのを見て、
見習わなければと思った」、「私のイメージでは、
80歳は自分の娯楽に日々を費やして楽しく生
活しているイメージ。でも、80歳になっても
施設やいろんなところにいって、朗読や紙芝居
をしてパワフルで幸せそうな姿には本当に驚
き、心に残っている」、「自分が80歳になった
時のことなんで今まで想像できなかった。でも
今回の研修で理想像を作ることができた」、「朗
読を聴けただけでなく、朗読が辻さんにとって
魅力的なものであることが聴けてよかった」と
いった、高齢であっても、障がいがあっても、
人生を活き活きと過ごすことができる姿を学ぶ
ことができている。また、「その場にいて笑顔
で接したり、話をするというだけで、自分が何
かをしたつもりはなくても、誰かを喜ばせるこ
とができるということもあるとわかって、いい
勉強になったと思う」といった意見があった。
これは、講演会後の辻氏を囲んでの交流会で辻
氏ご夫妻が、学生たちといろいろな話をして下
さり、そのことを最後にとても喜んで下さった
ことから学んだことと思われる。これは、本稿
では触れていないが、「2．高齢者のイメージ
について」のところで1年生からのレポートと
して、「一緒に話をしたり食事をしただけで喜
んでくれるなら、老人ホームのボランティアを
やってみたいと思った」という意見が見られた。
社会福祉の学びをしているとどうしても「何か
をしなければ」という思いにとらわれることが
多い。しかし、いつも誰もが何かをしなければ
ならないのではなく、ただそこに一緒にいるこ
とで、勇気づけられたり、喜ばれることがある
のだという気づきにつながっていることがわか
る。その他、「朗読とか紙芝居などは、自分の
耳で聞き、目で見たりという人間の感覚に沿っ
たもので、どんな世代の人でも愉しむことがで
きるので、こういった文化をいつまでも残せる
ように次の世代への引き継いでいくことが大切
だと思った。そのためにも、これからももっと
活躍して欲しい。自分も進んで朗読しようと
思った」、「人との出会いを貴重だ、ありがたい
と思えることはステキなことだと思った」と
いった意見が見られた。
　2年生のレポートからは「交流会で得るもの
が多かった。交流会で辻さんと同じテーブルで
話すことができて、いろんな思いをたくさん聞
けてとてもよい時間になった。研修会だけでは、
80歳の人にたいするイメージがこんなに変わ
らなかったと思う」、「研修会後の交流会では、
1、2年で交流することもできたし、辻さんの
奥さんも『孫がたくさんできたみたいで嬉しい』
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とおっしゃっていて、とてもよい交流会だっ
た」、「福祉関係の話ではなかったので、意外だっ
たが、すばらしいお話でよい刺激を受けた」、
「「すてきな80歳に出会えた』と思った。穏や
かで自分の人生に生きがいを感じ、まっすぐ過
ごしておられる方だった。数時間を一緒に過ご
しただけで、そう思えるという方はなかなかい
らっしゃらないと思った」といった意見が見ら
れた。研修会でも多くのことを学んでいるが、
その後の交流会で得られたことを述べているも
のが多かった。直接辻氏や光江氏から話を聞き、
その人生の豊かさと朗読を通しての魅力をより
一層感じることができたことが伺える。また、
普段の講義等ではなかなか交流することがな
い、1年生と2年生の交流ができたことも、学
生たちにとっては大きな喜びだったようである。
　そして、1年生、2年生共通で見られた意見
に「辻さんご夫婦はすごく幸せそうで、それは
お二人の心がとても豊かだからだと思った」と
いったご夫婦寄り添っての姿もまた、学生たち
にとっては、望ましい80歳の姿を考えるきっ
かけとなったようであった。
4．考察と今後の課題
　ここでは、先に取り上げた研修会の意義から、
考察を行うこととする。
　まず、「実践に必要な価値・知識・技術の入手」
であるが、辻氏の読み聞かせの技術を生で聞く
こと、触れることによって、子どもを始め、高
齢者、障がい者等、福祉現場で接する人たちに
対して、どのように読み聞かせをすればよいの
かを学生たちは学ぶことができていた。よい朗
読者から聞くことで、何をどのように気を付け
ながら、読んでいるのかという読み聞かせの技
術を体得している。また、読み聞かせで大切な
こととして、「好きな本と出会い、何度も読む
ことで自分の味を出すこと」といった価値につ
ながることも学ぶことができた。ただ、技術に
終始するのではなく、価値に裏付けされた実践
を学ぶことができたことは、研修会の意義にか
なうこととなった。
　二つ目の「せまい視野からの脱却」であるが、
辻氏の80歳であっても、活き活きと人生を過
ごし、生きがいをもって朗読に取り組む姿は、
学生たちの「80歳のイメージ」を大きく覆し
たといえるだろう。小澤・小池・石本（2007）
において、生活福祉専攻の学生は、他専攻の学
生と比べて、高齢者にたいするイメージが多様
であり、その結果マイナスイメージへの偏りが
あまり見られなかった。ともすると、要介護の
高齢者と接することの多い生活福祉専攻の学生
たちであるが、それほど強くエイジズムを感じ
ていないということは、評価できることである。
それでも、研修後の振り返りでは、やはり80
歳に対するイメージが変わったという意見は多
く見られた。昨年度の研修会の考察でも述べて
いるが、ここでも、高齢者に対する先入観を打
ち破り、自らがこれまでどのように捉えていた
かという自己覚知をすることが、視野を広げる
こととなり、今回の研修会でも、辻氏の姿を通
してそれが学べたことが大きい。
　今後の課題として、「3）学びの程度」のと
ころで少し考察しているが、研修会の内容は、
学生がその内容について、どの程度理解の下地
ができているかによって、気づきや課題に差が
出てきている。今後、この学生の下地をどう活
かすかを考えながら、研修会の内容を考えてい
くことも必要かと思われる。
5．むすびにかえて
　学生のこれまでの高齢者イメージが変化し
た、ということはどういうことか。それは、学
生がこれまでの経験の中で作ってきたイメージ
が、今回の研修で「本物」に出会い、揺さぶら
れ、新しいイメージへと発展していったといえ
るのではないか。揺れ動くためには「本物」が
必要であり、それが発するメッセージを受け止
め、そして今ある「心の枠組み」をしっかりと
見つめ直すことにより、今までのイメージが変
化し新しいイメージが形成されるのではないか。
　こうした意味で障がいのある人たちへの福祉
であれ、高齢者への福祉であれ、子どもたちへ
の福祉であれ「本物」に触れる機会を提供する
「福祉研修会」は意味があると言える。
　さらに、今後期待したいことは、こうしたイ
メージの変化が実践の場で相手の福祉を向上さ
せるために有効に働いて欲しいということであ
る。関わりの中で学び、その学びを実践で活か
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し、さらにその中から学び、再び実践へ向かう
福祉の専門職の道程を歩んで欲しいと願ってい
る。
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